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１０ ＴＡＬＫ　　㈱日本航空インターナショナル　鹿児島支店長　岸　周豊　氏
　　　　　　 「最前線でお客様の声を聞く」～再生に向けて～

 5 会員さんクローズアップ
 　肉のまるしん　前　晴信　さん、 前　ひとみ　さん

 6 フォトニュース
 　第88回九州商工会議所連合会総会 / 第232回議員総会 / 共済制度花のプレゼント事業開始 / 
 　国道226号整備促進協議会総会 /鹿児島日韓親善協会 総会 / 

 8 新規学卒者の雇用維持と拡大を
 鹿児島シネクラブのご案内
 9 景況調査
10 平成23年度税制改正に向けて　日本商工会議所へ意見・要望を提出
12 経営相談ガイド
13 部会活動報告
 　卸商業部会 / 小売商業部会 

14 インフォメーション
 　商工業の実態調査について / 会員優待サービス事業への参加店募集 / チラシ同封サービスの案内 / 
 　キューテック　助成金のご案内 / 会議所スケジュール

18 新入会員紹介
19 がんばってます商店街
 　易居町本通り会　会長　岩元　修一　氏

長崎大学環境科学部准教授　深見　聡

藩政時代のこの地は、藩の厩が置かれていた。1873(明治6)年、いわゆる征韓論に敗れた
西郷隆盛は官職を辞し、鹿児島に戻った。これに同調する者も多く、彼らの教育機関として
翌年6月に開校したのが私学校である。鹿児島県令(知事)の大山綱良が設立から運営ま
で全面的に協力し、約800人の生徒をはじめ、鹿児島旧城下近郊に吉野など12か所、その
他県内に136か所の分校が設けられるなど、鹿児島士族の一大集団へと勢力を拡大した。
　素読による座学と軍事教練、開墾作業などをおこない、不平士族が新政府に抱く不満を
抑える役割があったとされる。私学校は、幼年学校・銃隊学校・砲隊学校の総称で、幼年学
校設立には、戊辰戦争の活躍に応じて支給された賞典禄が充てられ、西郷2,000石、大久
保1,800石の両雄からの拠出金が他の人びとのそれを圧倒している。大久保は、鹿児島士
族の今後を案じていたことがわかる。しかし、1877年の西南戦争は私学校生徒が中心とな
り編制された薩軍と大久保率いる政府軍が戦火を交える悲劇となった。
　1955年、国道10号の拡幅にあわせ石塀を後退させる工事がなされたが、往時の銃弾の
跡が生 し々く残り、戦いの激しさを今に伝えている。

私学校石塀
うまや
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議
員
選
挙
と
は
？

　
「
商
工
会
議
所
法
」
で
は
、
会
員
事
業

所
の
中
か
ら
、
地
域
商
工
業
者
の
代
表

と
し
て
議
員
を
選
ぶ
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
選
ば
れ
た
議
員
は
、
商
工

会
議
所
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
「
議

員
総
会
」
の
構
成
員
と
し
て
、
商
工
会

議
所
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
意
思
決
定

を
行
い
ま
す
。

議
員
の
種
類
と

　
　
選
挙
・
選
任
の
要
領

　

当
商
工
会
議
所
は
、
広
く
商
工
業

者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

１
０
０
人
の
議
員
を
会
員
の
中
か
ら
選

出
し
ま
す
。

　

議
員
は
、
商
工
会
議
所
法
で
１
号
議

員
、
２
号
議
員
、
３
号
議
員
に
分
類
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
や
選
任

方
法
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

３
号
議
員
の
選
任

　

３
号
議
員
は
会
員
の
中
か
ら
鹿
児
島

市
内
の
重
要
商
工
業
者
あ
る
い
は
学
識

経
験
者
を
、
会
頭
が
議
員
総
会
の
同
意

を
得
て
選
任
し
ま
す
。

①
日　
付　
平
成
22
年
９
月
22
日（
水
）

②
方　
法　
会
頭
が
議
員
総
会
の
同

意
を
得
て
選
任
す
る

③
人　
数　
15
名

２
号
議
員
の
選
任

　

２
号
議
員
は
９
つ
あ
る
部
会
ご
と
に

部
会
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
ま
す
。

　

各
部
会
へ
の
議
員
割
り
当
て
数
は
、

９
月
28
日
現
在
の
各
部
会
所
属
会
員
数

や
会
費
持
口
数
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
の
会
員
は
そ
の
事
業
内

容
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に
属
し
て
い
ま

す
の
で
、
議
決
権
の
あ
る
会
員
に
は
、

そ
の
所
属
部
会
か
ら
選
出
す
る
２
号
議

員
の
選
任
権
と
被
選
任
権
が
併
せ
て
与

え
ら
れ
ま
す
。

　

選
任
は
10
月
４
日
か
ら
10
月
８
日
の

間
に
開
催
さ
れ
る
各
部
会
総
会
で
行
わ

れ
ま
す
。
部
会
総
会
の
開
催
日
時
や
場

所
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
会
員
の

皆
様
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

①
日　
付　
平
成
22
年
10
月
4
日（
月
）

～
平
成
22
年
10
月
8
日（
金
）

②
方　
法　
各
部
会
総
会
で
選
任
す
る

③
人　
数　
35
名

１
号
議
員
の
選
任

　

１
号
議
員
選
挙
は
、
議
員
の
定
数

１
０
０
名
の
う
ち
50
名
を
投
票
で
選
出

す
る
制
度
で
す
。

　

選
挙
権
は
会
員
と
※
特
定
商
工
業
者

に
、
被
選
挙
権
は
会
員
の
み
に
与
え
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
候
補
者
が
50
名
を
超
え
な
い

と
き
は
、
投
票
は
行
わ
れ
ず
、
候
補
者

全
員
が
当
選
と
な
り
ま
す
。

①
選
挙
日　
平
成
22
年
10
月
28
日（
木
）

②
方　
法　
会
員
・
特
定
商
工
業
者

の
投
票
に
よ
る

③
場　
所　
当
商
工
会
議
所　

14
階

④
人　
数　
50
人
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　商工会議所議員は、商工会議所の最高議決機関である議員総会の構成員であり、鹿児島市の商工業者の

代表として、商工会議所の運営や諸問題の審議に参画する重要な地位にあります。

　第 38期鹿児島商工会議所議員は平成 22年 10 月 31 日で任期が満了し改選となります。このため 9月か

ら 10 月にかけて第 39期議員（任期：平成 22年 11 月 1日から平成 25年 10 月 31 日）の選出が行われます。

鹿児島商工会議所　議員改選のお知らせ

今年は商工会議所議員選挙の年です
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れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
商
工
業
者
に
も
、
一
律

1
個
の
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
1
口
会
員
で
特
定
商

工
業
者
で
も
あ
る
場
合
は
2
個
、
50
口

会
員
で
特
定
商
工
業
者
で
も
あ
る
場
合

は
51
個
の
選
挙
権
を
行
使
で
き
ま
す
。

■
会
費
の
納
入
は
お
早
め
に

　

選
挙
権
は
、
当
商
工
会
議
所
の
会
員

と
特
定
商
工
業
者
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
10
月
22
日
の
時
点
で
、
会
員

は
平
成
22
年
度
会
費
を
、
特
定
商
工
業

者
は
平
成
22
年
度
負
担
金
を
納
付
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

■
選
挙
人
名
簿

　

商
工
会
議
所
は
、
選
挙
権
を
も
つ
会

員
を
記
載
し
た
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し

ま
す
。
名
簿
に
な
い
会
員
は
選
挙
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

■
投
票
は
10
月
28
日

　

投
票
は
10
月
28
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
当
商
工
会
議
所
で
行
い
ま

す
。
会
員
と
特
定
商
工
業
者
に
は
事
前

に
入
場
券
を
配
布
し
、
そ
の
入
場
券
と

引
き
換
え
に
選
挙
権
分
の
投
票
用
紙
を

お
渡
し
し
ま
す
。
投
票
は
無
記
名
、
即

日
開
票
さ
れ
ま
す
。

※
立
候
補
者
の
総
数
が
50
名
を
超
え
な
い

場
合
に
は
、
投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

※特定商工業者とは ･･･
　毎年 4 月 1 日現在、鹿児島市内（旧谷山市、旧吉
田町、旧入来町、旧桜島町、旧松本町、旧郡山町を
除く）に本社をはじめ、支店、営業所を設けてから
6 ヶ月以上経過した商工業者のうち、①資本金また
は払込済出資総額が 300 万円以上、②常時使用す
る従業員が 20 人（商業またはサービス業は 5 人）
以上のいずれかに当てはまる方。
　負担金年額 2500 円を納付している特定商工業者
には、1 号議員の投票権 1 個が与えられます。

■
会
員
は
誰
で
も
立
候
補
で
き
ま
す

 

会
員
は
誰
で
も
立
候
補
で
き
、
他
の
会

員
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
会
員
で
な
い
特
定
商
工
業

者
に
は
そ
の
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

立
候
補
の
受
付
は
10
月
12
日
（
選
挙

告
示
日
）
か
ら
10
月
22
日
ま
で
、
当
商

工
会
議
所
で
行
い
ま
す
。

■
選
挙
権
に
つ
い
て

　

会
員
に
は
会
費
の
口
数
と
同
数
の
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
会
員

あ
た
り
の
票
数
は
50
票
以
下
に
制
限
さ

第 39 期鹿児島商工会議所議員が決まるまで

  9／22（水）	 ・３号議員選任（議員総会）

  9／28（水）	 ・選挙人名簿作成日
		  ・２号議員選任の部会所属会員
		  　ならびに会費持ち口数基準日

  9／30（木）	 ・２号議員の各部会定数決定（常議員会）

10／  4（月）	 ・２号議員選任（各部会総会）
～10／8（金）

10／12（火）	 ・１号議員の選挙告示
		  ・立候補受付開始（10／22まで）
		  ・選挙人名簿縦覧開始（10／22まで）

10／22（金）	 ・立候補締切
		  ・選挙人名簿縦覧終了
		  ・選挙権にかかる会費納入締切
		  ・選挙人名簿確定

10／27（水）	 ・立候補辞退届締切

10／28（木）	 ・１号議員選挙
		  ・開票

11／  9（火）	 ・新議員による臨時議員総会
		  　会頭・役員の選任

■お問い合わせ
　総務部　 TEL：099 － 225 － 9500
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㈱日本航空インターナショナル  鹿児島支店 「
最
前
線
で
お
客
様
の
声
を
聞
く
」〜再

生
に
向
け
て
〜

1958年 東京生まれ

1982年 早稲田大学　政治経済学部卒業

1982年 日本航空㈱入社

2005年 ㈱日本航空インターナショナル

 成田空港支店航務部　次長

2007年 同社　メキシコ支店長

2010年6月 同社　鹿児島支店長

●プロフィール　岸　周豊 さん

支店長　岸　 周 豊 さん
 きし 　　　　　　ま   こ   と

10

Ｑ　
鹿
児
島
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　
「
豊
か
な
土
地
」
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

緑
豊
か
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
食
べ

物
や
人
柄
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま

す
。

　
　

鹿
児
島
は
海
が
近
く
に
あ
り
、
霧
島
の
よ
う
な

山
も
あ
っ
て
、
海
の
幸
、
山
の
幸
と
も
に
充
実
し

て
い
ま
す
し
、お
い
し
い
焼
酎
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　
　

ま
た
、
鹿
児
島
に
は
、
眉
間
に
皺
を
寄
せ
て
歩

い
て
い
る
人
が
少
な
い
と
い
う
か
、
心
に
ゆ
と
り

の
あ
る
感
じ
が
し
ま
す
。

Ｑ　
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
ま
す
が
、
航
空
路
線
へ

の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

Ａ　
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
鹿
児
島
－
福
岡
便
の

お
客
様
が
大
幅
に
減
少
し
て
し
ま
う
と
い
う
影
響

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
一
方
で
、
地
域
の
活
性
化

生
活
の
足
と
な
る
便
が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
空
港

発
着
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
の
運
航
便
数
は
一
日

１
１
０
便
を
超
え
て
お
り
、
鹿
児
島
支
店
は
大
き

な
支
店
で
す
。

　
　
現
在
、Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
、稲
盛
会
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
再
生
に
向
け
て
の
動
き
を

始
め
た
段
階
で
す
。

　
　

今
後
、
中
部
国
際
空
港
行
き
の
便
が
廃
止
さ
れ

る
な
ど
、
お
客
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
空
港
な
ど
現
場
に
足

を
運
び
、
お
客
様
の
ご
意
見
を
聞
き
、
再
生
に
向

け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、社
員
も
減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、チ
ー

ム
と
し
て
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
で
す
。

　
　

鹿
児
島
は
非
常
に
魅
力
的
な
土
地
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
様
々
な
場
所
に
足
を
運
び
、
自
ら
そ
の
良

さ
を
体
験
し
て
、
鹿
児
島
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
。

の
た
め
の
大
き
な
契
機
の
一
つ
で
あ
り
、
人
と
モ

ノ
の
動
き
が
増
え
る
こ
と
で
、観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
、

相
互
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。 

Ａ　
鹿
児
島
か
ら
は
、
東
京
・
大
阪
行
き
の
幹
線
の

ほ
か
に
、
種
子
島
・
屋
久
島
な
ど
離
島
行
き
の
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会員さんクローズアップ

創
業
と
商
品
開
発
の
き
っ
か
け

　

元
々
、
私
の
兄
弟
が
肉
屋
を
営
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
学
生
時
代
か
ら
店
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
、
東
京
で
就
職
し
た
の

で
す
が
、
桜
ヶ
丘
団
地
の
開
発
と
同
時
に
帰
省
し
、

肉
の
マ
ル
シ
ン
を
創
業
し
ま
し
た
。

　

東
京
に
い
る
と
き
か
ら
、
鹿
児
島
黒
豚
の
宣
伝

を
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
自
分
の
生
ま
れ
故
郷

で
あ
る
鹿
児
島
の
特
産
品
の
魅
力
を
も
っ
と
広
く

伝
え
ら
れ
れ
ば
と
考
え
、
鹿
児
島
県
産
の
「
六
白

黒
豚
」
を
使
用
し
た
巻
き
カ
ツ
、
黒
豚
ミ
ル
フ
ィ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
販
売
方
法
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

宣
伝
方
法
な
ど
自
分
た
ち
だ
け
で
は
思
い
つ
か
な

い
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
世

界
が
変
わ
り
ま
し
た
。

黒
豚
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
欲
し
い

　

当
店
で
販
売
し
て
い
る
巻
き
カ
ツ
は
、
数
種
類
の

ハ
ー
ブ
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
味
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

ソ
ー
ス
を
か
け
ず
に
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
黒
豚
独

自
の
旨
み
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

巻
き
カ
ツ
の
他
に
も
手
軽
に
買
う
こ
と
が
で
き

る
黒
豚
コ
ロ
コ
ロ
ッ
ケ
や
メ
ン
チ
ボ
ー
ル
な
ど
も

販
売
し
て
お
り
、
お
小
遣
い
で
も
買
え
る
値
段
な
の

で
、
近
所
の
小
学
生
に
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

当
店
の
惣
菜
は
鹿
児
島
県
産
の
肉
、
野
菜
を
使
用

し
、
添
加
物
、
保
存
料
も
一
切
入
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
黒
豚
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ

て
欲
し
い
で
す
。◎

店
舗
案
内　

【
創　
　
業
】
昭
和
53
年

【
事
業
内
容
】
業
務
用
食
肉
の
卸
、
惣
菜
の
販
売

　
　
　
　
　
　
（
店
頭
販
売
、
ネ
ッ
ト
販
売
）

【
住　
　
所
】
鹿
児
島
市
桜
ヶ
丘
６
丁
目
１

│

22

【
電　
　
話
】
０
９
９

│

２
６
４

│

３
３
４
５

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
5.ocn.ne.jp/~m

arusin/

【
定 

休 

日
】
日
曜
日

【
営
業
時
間
】
10
：
00
～
20
：
00

ユ
、
メ
ン
チ
カ
ツ
等
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
し
た
。

新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦

　

商
工
会
議
所
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
を

利
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
触
っ
た
こ
と
す
ら
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
自
分
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
や
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
が
で
き
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
注
文
が
、
県
外
か
ら
も

入
る
よ
う
に
な
り
、
鹿
児
島
県
産
の
黒
豚
の
お
い

し
さ
を
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
に
も
た
び
た
び
参
加
し
、
異

業
種
の
方
々
と
知
り
合
え
た
こ
と
も
大
き
な
経
験

肉のマルシン

前　　信春　さん

前　ひとみ　さん

　
地
域
に
密
着
し
、
35
年
間
夫
婦
二
人
三
脚
で
精

肉
卸
売
を
営
ん
で
い
る
肉
の
マ
ル
シ
ン
。

　
現
在
、
そ
の
ご
主
人
が
最
も
惚
れ
込
ん
だ
食
材

で
あ
る
鹿
児
島
県
産
の
「
六
白
黒
豚
」
の
お
い
し

さ
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
黒
豚
独
自
の
旨
み
を

活
か
し
た
商
品
の
開
発
と
販
売
に
奮
闘
し
て
い

る
。

左上：巻きカツ、黒豚ミル
フィーユ、メンチカツ

右上：黒豚コロコロッケ

左下：黒豚肉巻き焼きおにぎり
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当
商
工
会
議
所
は
6
月
24
日
に
第

２
３
２
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
。
平

成
21
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
の

ほ
か
、
来
年
3
月
の
九
州
新
幹
線
鹿
児

島
ル
ー
ト
の
全
線
開
通
を
見
据
え
、
観

光
振
興
委
員
会
で
取
り
組
む
新
幹
線
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
鹿
児
島
中
央
駅 

駅
前
広

場
等
の
整
備
改
善
に
向
け
て
の
要
望
の

実
施
概
要
や
第
39
期
議
員
選
挙
の
日
程

等
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
88
回
九
州
商
工
会
議
所
連
合
会
通

常
会
員
総
会
が
、
6
月
11
日
、
鹿
児
島

市
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
九
州
各

地
79
の
商
工
会
議
所
会
頭
を
は
じ
め
専

務
理
事
や
関
係
者
な
ど
約
１
６
０
人
が

参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
21
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
、
同
22
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　

本
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開

業
を
間
近
に
控
え
、
九
州
内
の
交
流
の

更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
、
九
州
の
一

体
的
発
展
を
図
る
た
め
、
以
下
の
事
業

を
積
極
的
に
展
開
す
る
。

①
中
小
企
業
対
策
や
社
会
資
本
整
備
、

観
光
振
興
等
に
向
け
た
提
言
・
要
望

活
動
の
推
進

②
地
域
産
業
・
経
済
の
活
性
化

・
中
小
企
業
の
経
営
課
題
へ
の
対
応
支
援　

等

・
観
光
誘
致
事
業
の
実
施
、
観
光
資
源
の
活
用　

等

・
人
材
の
育
成
と
雇
用
の
確
保　

等

③
海
外
販
路
拡
大
な
ど
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

の
推
進

　

総
会
に
引
き
続
き
、
日
本
商
工
会
議

所 

岡
村 

正
会
頭
の
特
別
講
演
と
鹿
児
島

大
学
教
授 

原
口 

泉
氏
に
よ
る
特
別
講
演

「
九
州
・
薩
摩
と
竜
馬
」
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
被
害
に
対

し
、
全
面
的
に
支
援
す
る
緊
急
決
議
が
な

さ
れ
、
義
援
金
の
寄
託
が
行
わ
れ
た
。

　

通
常
議
員
総
会
で
開
会
の
挨
拶
に

立
っ
た
諏
訪
秀
治
会
頭
は
「
来
年
３
月

の
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
は
、
今
ま

で
の
40
年
間
の
取
り
組
み
の
集
大
成
で

あ
り
、
積
極
的
に
取
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
全
線

開
業
効
果
を
最
大
限
に
活
か
す
べ
く
、

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
大
き

な
成
果
に
結
び
つ
け
た
い
。」
と
話
し

た
。

第
88
回
九
州
商
工
会
議
所
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
通
常
会
員
総
会
を
開
催

平
成
21
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
な
ど
承
認

　
第
２
３
２
通
常
議
員
総
会
を
開
催

▼
通
常
会
員
総
会
で
挨
拶
を
す
る

　
　
　
　
　
　
日
本
商
工
会
議
所
岡
村
会
頭



国
道
２
２
６
号
整
備
促
進
協
議
会
総
会

早
期
整
備
の
実
現
に
向
け
て

　

国
道
２
２
６
号
整
備
促
進
協
議
会
の
総
会

が
６
月
28
日
、
当
商
工
会
議
所
14
階
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
諏
訪
秀
治
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
平
成
21
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
と
、

同
22
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
22
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
を
任
期
と

す
る
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
引
き
続
き
諏
訪

会
長
が
就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

鹿
児
島
日
韓
親
善
協
会

平
成
22
年
度
総
会
を
開
催

　

鹿
児
島
日
韓
親
善
協
会
は
、
６
月
29
日

（
火
）、
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島
に
て

平
成
22
年
度
の
総
会
を
開
催
、
平
成
21
年
度

の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
平
成
22
年
度
の

事
業
計
画
や
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
駐
福
岡
韓
国
総
領
事
の
趙

廷
元
氏
が
日
韓
交
流
の
促
進
に
つ
い
て
の
記

念
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、
留
学
生
等
を
囲

ん
で
の
会
員
交
流
会
を
開
催
し
た
。

生
命
共
済
制
度　

「
お
誕
生
日
祝　
花
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
事
業
」
を
開
始
！

　

当
商
工
会
議
所
は
、
生
命
共
済
制
度
の
加

入
事
業
主
を
対
象
と
す
る
「
お
誕
生
日
祝　

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
」
を
７
月
１
日
よ
り

開
始
し
た
。

　

生
命
共
済
制
度
は
、
当
商
工
会
議
所
が
会

員
事
業
所
の
福
利
厚
生
充
実
を
目
的
に
提
供

す
る
保
険
制
度
で
あ
る
が
、
本
事
業
は
当
該

制
度
の
利
用
者
へ
感
謝
の
意
を
表
そ
う
と
、

加
入
事
業
主
の
誕
生
日
ま
で
に
「
お
誕
生
日

祝
の
花
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
お
届
け
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

　

初
日
の
７
月
１
日
は
４
名
の
事
業
主
が
対

象
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
制
度
の
推

進
員
が
訪
問
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
入
り

の
色
鮮
や
か
な
花
鉢
を
直
接
ご
本
人
へ
手
渡

し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
今
後
も
お
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
る
事
業
所
代
表
者
へ
順
次
「
お

誕
生
日
祝
の
花
」
を
お
届
け
し
て
い
く
。
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７
月
１
日
に
大
山
直
幸
鹿
児
島
市
経

済
局
長
、
７
月
２
日
に
は
今
野
文
平
鹿

児
島
労
働
局
長
、
鹿
児
島
県
白
橋
商
工

労
働
水
産
部
長
、
原
田
耕
藏
県
教
育
長

が
相
次
い
で
当
商
工
会
議
所
を
訪
れ
、

新
規
学
卒
者
を
は
じ
め
１
人
で
も
多
く

の
若
者
に
雇
用
の
道
が
開
か
れ
る
よ
う
、

採
用
枠
の
拡
大
と
採
用
の
早
期
実
施
を

し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

平
成
21
年
度
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
．

３
７
倍
と
な
り
、
前
年
度
を
０
．
１
１

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
な
ど
、
本
県
の
雇
用

情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

今
春
の
新
規
学
卒
者
の
就
職
決
定
率

は
高
校
・
短
大
・
大
学
い
ず
れ
も
前
年

を
下
回
り
、
こ
の
５
年
間
で
最
も
低
く

な
っ
て
い
る
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
１
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
県
内
企

業
に
就
職
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
と
も
早

め
に
求
人
申
し
込
み
・
選
考
・
結
果
通

知
を
行
い
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
、

企
業
の
発
展
は
も
と
よ
り
郷
土
の
産
業

振
興
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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新
規
学
卒
者
の 

雇
用
維
持
と
拡
大
を

▲大山市経済局長と島津副会頭

▲玉川副会頭と今野労働局長、白橋商工労働水産部長、 
　原田県教育長

映画が大好きな皆様へ鹿児島シネクラブは

平成 22年度会員を募集中です

　8 月末までにご加入の方には、9 月 18 日から公開
予定の映画『半次郎　HANJIRO』の無料招待券をも
れなくプレゼント致しております。この機会に是非
ご加入ください。

【 会 員 特 典 】
　前売りチケットを購入すると 1,000 円で、映画館
の窓口で会員証を提示すると 1,200 円で映画をご覧
になれる他、全ての会員の方を対象とする無料招待
を年２回行っております。

【協力映画館】　　鹿児島ミッテ１０
【 入 会 資 格 】
　鹿児島商工会議所会員事業所の方なら経営者・役
員・従業員等どなたでも加入できます。

【年　会　費】　２，８００円
【申し込み先】鹿児島シネクラブ事務局
　　　　　　　（鹿児島商工会議所　会員サービス部内）
TEL:225-9522　E-mail：kaiinka@gamma.ocn.ne.jp

映画『半次郎　HANJIRO』

　鹿児島県出身、俳優　榎木孝明氏の企画によ
る明治維新～西南戦争を舞台にした映画、『半次
郎 HANJIRO』が今秋公開されます。
　この作品は、明治十年（1878 年）の西南の役
で、西郷隆盛ら薩摩の武士達と共に、鹿児島の
城山でその生涯を閉じた桐野利秋（中村半次郎）
の半生が描かれており、日本文化本来の素晴ら
しさを感じられる作品です。是非ご覧下さい。

7月2日、映画のPRのため榎木孝明氏が来所されました。

（c）2010「半次郎」
　　　　　　製作委員会


